
博士後期課程用 

（様式6666） 

長井万恵 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 

題 目    

Disease history and risk of comorbidity in the women’s life course: 

 a comprehensive analysis of the Japan Nurses’ Health Study baseline survey. 

（女性のライフコースにおける疾患既往歴と併存疾患のリスク： 

日本ナースヘルス研究ベースライン調査での包括的解析） 
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論文の要旨及び判定理由 

 

女性は、初経から妊娠・出産・閉経などのリプロダクティブヘルスに関連した事象により、さま

ざまなライフステージに特徴をもった疾病罹患を経験する。特に閉経以前は子宮内膜症や子宮筋

腫などのエストロゲン依存性疾患が好発するが、閉経以降は高コレステロール血症や骨粗鬆症な

どエストロゲン減少に伴う疾患が好発する。 

女性のライフステージにおける各疾患群との関連に関しては、子宮内膜症患者が後年卵巣がん

を併発することが知られている。一方、女性の各ライフステージにおけるそれぞれの疾患の併存

性に関する包括的調査は充分に行われていない。本研究では女性の大規模前向きコホート調査で

ある Japan Nurses’ Health Study (JNHS)のベースライン調査データを用いて女性における疾

患の好発年齢、疾患並存性について調査を行った。 

 

2001 年から 2007 年に日本全国の看護有資格者女性の 49,927 名を対象に質問紙調査を郵送法

で行った JNHS ベースライン調査のデータを用いて解析した。疾患既往歴調査は医師による診

断の有無、初めて診断された年齢、現在治療の有無を調査した。 

 

解析対象者 48,632 名の平均年齢は 41.2 歳であり、閉経者 6,086 名（12.5％）の平均閉経年

齢は 49.1 歳であった。Kernel-smoothing 法によって推定した疾患発生年齢のピーク（好発年

齢）では、子宮内膜症（36.0 歳）、貧血（36.0 歳）、片頭痛（44.8 歳）、子宮筋腫（44.8 歳）な

らびに子宮頸がん（44.8 歳）が 45 歳未満の early-onset diseasesであった。子宮内膜症、貧血、

片頭痛ならびに子宮筋腫の early-onset diseases 4 疾患との併存疾患の検討では、１）子宮内膜

症と卵巣がん、子宮体がん、脳梗塞、２）貧血と胃がん、３）片頭痛と一過性脳虚血性発作、骨

粗鬆症、脳梗塞、狭心症、ならびに４）子宮筋腫と大腸がんの Mantel-Haenszel 統合オッズ比

が 2 以上であり併存リスクが高いことが示された。 

 

以上より、本論文は early-onset diseasesの既往のある女性は、後年に特定の疾患の発生リス

クのあることが示され、early-onset diseasesの既往を知ることは、後年におこる慢性疾患など

のリスクを減少させる可能性が示された。本論文の研究成果は今後の疫学研究ならびに女性の健

康の包括的支援に寄与するものと認められ、博士（保健学）の学位に値するものと判断した。 
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